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【 第２３回中標津町まちづくり町民会議報告 】 

 

日時：平成２３年４月２７日（水）１９：００～２１：００ 

場所：中標津町役場 ３階 ３０１号会議室 

出席者：２２名（中標津町まちづくり町民会議委員１２名、ファシリテーター１名（東田）、 

                         職員プロジェクト４名、事務局５名） 

 

＜会議次第＞ 

 １ 開  会 

 ２ 開会挨拶 

 ３ 議 題 

 （１）前回の振り返り 

 （２）グループ討議 

   ①条例の内容について 

・第１章 総則 

      第２条（用語の定義） 

 （３）全体討議 

    ・第１章 総則 

      第２条（用語の定義） 

      第３条（自治の基本理念） 

      第４条（自治の基本原則） 

 （３）今回の振り返りと次回の確認 

 ４ 閉会挨拶 

 ５ 閉  会 

 

＜配布資料＞ 

  ・第１章全体討議案、班別討議案 

  ・スケジュール 

                                            

 

＜会議結果報告＞ 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶： 杉本会長 

 

３ 議題＜進行：東田ファシリテーター＞ 

 （１）前回の振り返り 

⇒ 東田ファシリテーターより報告書にて説明 

〔全体討議風景] 
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  （２）グループ討議 

    ①条例の内容について 

     ・第２条（用語の定義） 

 ⇒ 事務局より、地方自治法の「住民」の定義について、説明した。 

杉本会長より、他の市町村の「町民（市民）、住民」の記述についてまとめ

たものが参考資料として配布された。 

町民について、各グループごとに考え方を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（３）全体討議 

①条文の内容について 

     ・第１章 総則 

       第２条（用語の定義） 

 

 

 

⇒ 定義づけする項目について、項目を下記のとおり決定した。 

  条文については、事務局が整理し、次回確認することとした。 

 

 

 

 

  

 

第３条（自治の基本理念） 

        ⇒ Ｂグループの案を基本に解りやすく表現するととした。 

          条文については、事務局が整理し、次回確認することとした。 

 

       第４条（自治の基本原則） 

        ⇒ ３つの柱を解りやすく表現することとした。 

          条文については、事務局が整理し、次回確認することとした。 

（第１章全体討議案、班別討議案（Ｐ４）） 

   

〔Ａ班] 〔Ｂ班] 〔Ｃ班] 

 （１）町民  

 （２）議会 

 （３）行政 

 （４）参加 

 （５）協働 

 （用語の定義） 

第１条 この条例で使用する用語の意味を次のとおり定めます。 

〔グループ発表風景] 
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  （４）今回の振り返りと次回の確認 

⇒ 東田ファシリテーターより説明 

    ・次回からの会議の進め方について、まず、職員ＰＴより、条文の説明を受けてから、

全体会議で試案を修正していくことを基本とし、試案に対し、詳細な議論が必要なと

きはグループ討議を行うこととした。 

・グループ討議は３グループで行い、町民会議として、一つにまとめるため、章ごとに

グループの再編を行うこととした。 

    ・スケジュールを整理し、次回確認することとした。 

（スケジュール（Ｐ６）） 

 

     次回の町民会議の日程は、明日と、下記のとおり予定しております。 

    ○ 第２５回 平成２３年 ５月１１日（水） 役場３階３０１号会議室 

    ○ 第２６回 平成２３年 ５月１２日（木） 役場３階３０１号会議室 

 

  （５）その他 

   ⇒ 事務局より策定委員会班長会議での、文体、第１条の了承の報告をした。 

           「と」と「及び」の使い方について、考え方を統一した。 

           第２章 基本原則に基づく制度 について、事務局より解説書により、

説明した。 

 

 ４ 閉会挨拶：飯島副会長 

 

 ５ 閉  会 



 
                                                                        共通語句 

試案 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、中標津町の自治の

基本理念及び基本原則を定め、町民の

権利及び役割並びに議会及び行政の

責務を明らかにするとともに、それぞ

れの基本的な事項及び制度を定める

ことにより、町民が主体の自治の実現

を図ることを目的とする。 

 

 

（目的） 

第1条 この条例は、中標津町の自治の基本理念と基本原則を定め、町民の権利と役割、議会と行政の責務を明らかにし、それぞれの基本

的な事項と制度を定めることにより、町民が主体の自治の実現を図ることを目的とします。 

 

（用語の定義） 

第２条 この条例において、次の各号に

掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

 

（用語の定義） 

第２条 この条例で使用する用語の意味を、次のとおり定めます。 

 

 

（１）町民 町内に住所を有する者、

町内で働き、又は学ぶ者及び町内

で活動する法人その他の団体を

いう。 

（２）議会 選挙で選ばれた町議会議

員によって構成される議決機関

をいう。 

（３）行政 町長、執行機関（教育委

員会、選挙管理委員会、監査委員、

農業委員会及び固定資産評価審

査委員会）をいう。 

 

（１）町民とは、町内に住所の有る人、町内

で働き、又は学ぶ人、町内で活動する法

人その他の団体をいう。（いいます） 

（２）議会とは、選挙で選ばれた町議会議員

によって構成される議決機関をいう。

（いいます） 

（３）行政とは、町長、執行機関（教育委員

会、選挙管理委員会、監査委員、農業委

員会及び固定資産評価審査委員会）をい

う。（いいます） 

 

●疑問点 

（１）町内に住所の有る人の定義は？住民登録

されていないとダメ？ 

（３）町長以下職員も行政であることを、はっ

きりしてほしい。 

 

（１）町民 町内に住所を有する人、町内

で働き、又は学ぶ人と町内で活動する

法人その他の団体をいう。 

（２）議会 選挙で選ばれた町議会議員に

よって構成される議決機関をいう。 

（３）行政 町長、執行機関（教育委員会、

選挙管理委員会、監査委員、農業委員

会及び固定資産評価審査委員会）をい

う。 

 

。 

（１）町民 町内に住所を有する人、町

内で働く人、学ぶ人及び町内で事業

活動を営む事業所、社会活動を営む

法人、その他の団体をいう。 

（２）参加 町民が暮らしやすい地域社

会をつくるために、主体的にかかわ

り、行動することをいう。 

（３）協働 町民、議会及び行政が共通

の目的を実現するために、それぞれ

の役割と責任の下で、相互の立場を

尊重し、対等な関係に立って協力す

ることをいう。 

第 1章 総則 全体討議・各班別討議案  



 

試案 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ 

 

（自治の基本理念） 

第３条 私たちは、中標津町民憲章の精

神を尊重するとともに、次に掲げる事

項によって町民が主体の自治を推進

することを基本とする。 

（１）私たちのまちは、私たちで創造

するという明確な意思を持って

考え、行動し、互いに支え合い、

安心して暮らせる、住みよい中標

津町の実現をめざします。 

（２）協働の精神を大切にして、課題

を見いだし、解決に努め、常に進

歩する町民が主体の自治をめざ

します。 

（３）町民が主体の自治を、次世代に

引き継いでいくという意思のも

とに、継続可能な地域社会の創造

をめざします。 

 

 

（自治の基本理念） 

第３条 私たちは、中標津町民憲章の精神を尊

重し、次のとおり町民が主体の自治を進める

ことを基本とします。 

（１）私たちのまちは、私たちで創るという

明らかな意思を持って考え、住みよいま

ちの実現をめざします。 

（２）協働の精神を大切にして、課題の解決

に努め、互いに支え合い、安心して暮ら

す町民が主体の自治をめざします。 

（３）町民が主体の自治を、次世代に引き継

いでいくという意思のもとに、持続可能

な地域社会をめざします。 

 

（自治の基本理念） 

第３条 町民、議会及び行政は、中標津町民

憲章の精神を尊重し、町民が主体の自治を

推進することを基本理念とします。 

 

（自治の基本理念） 

第３条 町民、議会及び行政は、中標津町

民憲章の精神を尊重し、次に掲げる事項

によって町民が主体の自治を推進するこ

とを基本とする。 

（１）私たちのまちは、私たちで創造す

るという明確な意思を持ち、行動し、

互いに支え合い、安心して暮らせる、

住みよい中標津町の実現をめざす。 

（２）協働の精神を大切にして、課題を

見いだし、解決に努め、よりよい町

民が主体の自治をめざす。 

（３）町民が主体の自治を、次世代に引

き継いでいくという意思のもとに、

地域社会の創造をめざす。 

 

（継続可能な→わかりづらい） 

 

 

（自治の基本原則） 

第４条 町民、議会及び行政は、次に掲

げる原則に基づき、中標津町の自治の

実現を図るものとする。 

（１）情報共有の原則 町民、議会お

よび行政は議会及び行政が保有

する情報を共有すること。 

（２）町民参加の原則 町民の参加の

下に行政運営が行われること。 

（３）協働の原則 町民、議会及び行

政がそれぞれの役割及び責任に

応じ、対等な関係で協力するこ

と。 

 

（自治の基本原則） 

第４条 町民、議会と行政は、次のとおり中標

津町の自治の実現を図ります。 

（１）情報共有の原則 町民、議会と行政は、

議会と行政が持つ情報を共有する。 

（２）町民参加の原則 町民の参加により行

政運営が行われること。 

（３）協働の原則 町民、議会と行政がそれ

ぞれの役割と責任において、対等な関係

で協力すること。 

 

（自治の基本原則） 

第４条 町民、議会及び行政は、次に掲げる

原則に基づき、町民主体の自治の実現を図

ります。 

（１）情報共有の原則 町民、議会および

行政は、議会及び行政が保有する情報

を共有すること。 

（２）町民参加の原則 町民参加の下に行

政運営が行われること。 

（３）協働の原則 町民、議会及び行政が

それぞれの役割及び責任に応じ、対等

な関係で協力すること。 

 

（自治の基本原則） 

第４条 町民、議会及び行政は、次に掲げ

る原則に基づき、中標津町の自治の実現

を図る。 

（１）情報共有の原則 町民、議会及び

行政は、議会及び行政が保有する情

報をお互いに共有すること。 

（２）町民参加の原則 町民の参加の下

に行政運営が行われること。 

（３）協働の原則 町民、議会及び行政

がそれぞれの役割及び責任に応じ、

対等な関係で協力すること。 

 



自治基本条例（仮）　詳細スケジュール
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